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玄海原発反対からつ事務所 

    本日本日本日本日4444月月月月13131313日日日日、、、、佐賀県議会佐賀県議会佐賀県議会佐賀県議会はははは玄海原発玄海原発玄海原発玄海原発3333・・・・4444号機号機号機号機

再稼働再稼働再稼働再稼働をををを議会議会議会議会としてとしてとしてとして容認容認容認容認するするするする決議決議決議決議をををを可決可決可決可決しましたしましたしましたしました。。。。    

    県民県民県民県民のののの多多多多くがくがくがくが再稼働再稼働再稼働再稼働にににに反対反対反対反対しているしているしているしている中中中中でででで、、、、民意民意民意民意をををを

無視無視無視無視してしてしてして「「「「容認容認容認容認」」」」したことはしたことはしたことはしたことは、、、、甚大甚大甚大甚大なななな犠牲犠牲犠牲犠牲をををを強強強強いられいられいられいられ

たフクシマのたフクシマのたフクシマのたフクシマの教訓教訓教訓教訓をををを踏踏踏踏みにじるみにじるみにじるみにじる暴挙暴挙暴挙暴挙ですですですです。。。。これをもっこれをもっこれをもっこれをもっ

てててて、、、、山口祥義知事山口祥義知事山口祥義知事山口祥義知事がががが「「「「県民県民県民県民のののの理解理解理解理解がががが得得得得られたられたられたられた」」」」とととと判判判判

断断断断するとしたらするとしたらするとしたらするとしたら、、、、同同同同じくじくじくじく暴挙暴挙暴挙暴挙ですですですです。。。。県議会県議会県議会県議会でででで賛成賛成賛成賛成したしたしたした

議員議員議員議員とととと、、、、異例異例異例異例なななな形形形形でででで拙速拙速拙速拙速にににに臨時議会臨時議会臨時議会臨時議会をををを招集招集招集招集したしたしたした山山山山

口知事口知事口知事口知事にににに対対対対してしてしてして強強強強くくくく抗議抗議抗議抗議するものですするものですするものですするものです。。。。    
 

●公平な判断材料も示されないまま 

  「安全性」の確認などできない 
 知事はこれまで「安全性が確認され、県民の理解が

得られた場合には再稼働はやむを得ない」と言って

きましたが、田中俊一原子力規制委員長は「基準の

適合性は見ているが、安全とは申し上げない」と繰り

返し言ってきました。事故大前提の再稼働なのです。 

 知事は臨時議会で、国の審査に合格したこと、県原

子力安全専門部会で議論し疑問点について国から

回答を得たことをもって「県として安全性の確保は確

認できた」と初めて述べました。しかし、原発推進派

ばかりの同部会は再稼働を前提に審査書に限定した

指摘に終始し、原発を心配する市民や専門家が指

摘してきた安全性にかかわる重大な問題点について

議論しませんでした。 

 一方で、慎重・反対の立場の専門家の意見はホー

ムページに掲載するだけで、県として何も答えていま

せん。県民から要望が出されてきた公開討論会につ

いて、知事は「主義主張を戦わせる意義を見いだせ

ない」と言って拒否し続けてきました。原発推進当事

者の九州電力と国からの一方的な説明だけでは、命

にかかわる安全性の問題について公平な判断などで

きません。 
 

●多くの県民は再稼働を「理解」していない 
 安全性、避難計画、使用済み核燃料の処分方法、

放射線の健康影響などについて、これまで県民説明

会や広く意見を聴く委員会などの場で、また市民団

体から多くの質問が県に出されてきましたが、真摯な

回答はないままです。私たちの不安と不信の念は増

大するばかりです。そもそも、ほとんどの住民は一方

的に被害だけを受ける立場にあるにもかかわらず、

説明を聞かされてもいないのです。再稼働への理解

などまったくしていません。臨時議会での「開かれた

県政にしたい。たった一人の意見でも取り入れたい。

光が射すようにしたい」との知事の言葉が本当なら、

県民の不安と疑問に答えるべきです。 

●周辺自治体首長と議会が続々「反対」表明 
玄海原発30キロ圏の８つの自治体のうち、伊万里市

と長崎県壱岐市、松浦市、平戸市の4市長が再稼働

反対を明言しています。県内では神埼市長、嬉野市

長も反対を表明しました。3月23日に平戸市議会、4

月12日には松浦市議会がそれぞれ、説明会などで

噴出した住民の不安を受け止め、全会一致で再稼

働反対決議を決議しました。住民の安全を約束でき

ない再稼働に対して、民意を受け止めた首長や議会

の判断は重たいです。知事と県議会はこれらの声を

無視するのでしょうか。 
 

●“再稼働反対”の民意を受け止めよ！ 
 知事は何をもって「県民が理解した」と判断するの

かを聞いても「広く意見を聴いて、総合的に判断す

る」としか言わず、続けて「二元代表制の下で、県議

会の意見が極めて大切」と言ってきました。今、県民

世論は再稼働反対が多数の中で、議員の皆さんは

いつ住民の気持ちを聞いたのでしょうか。県民の安

全安心を第一に考えるなら、佐賀県議会も再稼働に

反対するしかないはずです。 

 知事はこれまで、安全性の確認も、避難計画の説

明も、同意の範囲も、核ゴミ処分の責任も、事故時の

責任も、原発政策はすべて国に“丸投げ”し、自らの

言葉で県民に一切語らず、自らの責任を放棄してき

ました。ただただ「そこに原発があるから」として、原発

推進の国策に追随してきました。そして、再稼働判断

に際しては、県議会の機関としての意思を「何よりも

大切にして」自分の意思を示すとして、今度は議会に

丸投げしたのです。知事には県民の命を守る責任が

あります。国に丸投げ、議会に丸投げの状態で、再

稼働同意することは絶対に許されません。 

 

    原発原発原発原発はははは5555年半止年半止年半止年半止まっていますまっていますまっていますまっています。。。。それがそれがそれがそれが動動動動きききき出出出出そうとそうとそうとそうと

いていますいていますいていますいています。。。。電気電気電気電気はははは足足足足りていますりていますりていますりています。。。。玄海原発玄海原発玄海原発玄海原発がががが動動動動けけけけ

ばばばば、、、、福島福島福島福島のののの事故事故事故事故がががが再再再再びびびび玄海玄海玄海玄海でででで起起起起きるかもしれませきるかもしれませきるかもしれませきるかもしれませ

んんんん。。。。国国国国がががが安全安全安全安全とはとはとはとは言言言言わないとわないとわないとわないと言言言言っていますっていますっていますっています。。。。それまそれまそれまそれま

でしてでしてでしてでして、、、、なぜなぜなぜなぜ動動動動かすのでしょうかかすのでしょうかかすのでしょうかかすのでしょうか？？？？    

玄海原発プルサーマルと全基を 

みんなで止める裁判の会 

玄海原発3・4号機再稼働 

県民の不安に応えないままの 

佐賀県議会「容認」決議に抗議します 


